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研究、故安保則夫教授の『ミナト神戸、コレラ・
ペスト・スラム－社会的差別形成史の研究』といっ
た他の追随を許さない研究が生まれたのは、必ず
しも社会問題や福祉あるいは歴史の専門家でない、
いわば“ズブの素人”がそれぞれ専門分野を異に
しながら、“部落”差別に取り組んだ学際的研究の
成果であり、その真の原因は、全く独立の研究組
織としてプロジェクト・チームの確立にあったと
考えられる。その中でも小島さんの研究は、明治
維新にまで遡上らなければならない問題を含んで
おり、全国的に追求しなければならない問題を含
んでいるように思われる。1990年6月発行の雑誌
『ひょうご部落解放』に載せた論文の抜き刷りを
送った歴史の専門家たちのいわば袋叩きに近い反
論に堪えて、2001年3月発行の『ひょうご部落解放』
に発表した『「特殊部落」観成立前史』に“無視”
の形でしか反応しなかった専門家たちに真剣に理
由を尋ねようとした小島さんの姿は忘れられない。
所謂、研究が大勢に流されつつある姿を見るとき、
その違いの大きさに気づかされて愕然とする。組
織者としての素養と共に研究者としての実力を備え
た小島さんを抜きにプロジェクト・チームは成り立
ないことを沁々と思い知らされる。
Ⅰ．小島さんとの出会い
①同和教育・研究プロジェクトチーム
このプロジェクトチームは小島さんなしには成
立していなかったろうし、今日まで続く研究会に
成長することはなかったといっても差し支えはな
い。当時、学院は継続する差別事件に手を焼いて
おり、学生の追及に対応するのが精一杯の状態で、
学生との受け答えの中で約束させられて発足した
同和教育のプログラムを満たしていたに過ぎなかっ
た。この体制を主体的な取り組みに変えたのは何
といっても小島さん抜きには考えられない。経済
学部で研究会を組織して実績を積み重ねていた小
島さんが関西学院大学の“同和教育・研究プロジェ
クトチーム”として、研究組織の地位を確立した
―ということは正式の予算要求機関として確立
したことを意味する―功績は幾ら強調しても過
言ではない。それまで他校に見られた同和教育に
疑問をもっていたわたしは、大学らしい研究組織
としてのチームに仲間として加えて貰い、乗せら
れて委員長を務めさせてもらったに過ぎない。こ
れが真の研究組織であったということは、このチー
ムの中で、独自の研究が生まれて来たことを見れ
ば分かる。小島さん自身が奈良を舞台に13年も掛
けて行った『被差別部落の歴史的呼称の問題』の
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司”に対する思いは、琵琶湖の汚染で本物が手に
入り難くなっても決して諦めることなく、四万十
川の清流育ちの材料を手に入れ、わたしは最後ま
で御零れにあずかることになったのである。学者
にありがちな俗務を軽視することなく、出来るこ
とから実現して行き、決して小成に安んずること
なく徹底して理想実現の夢を捨てることはなかっ
た。今日見る関学の人権に関する諸制度の基礎は
小島さんによって据えられたものということがで
きる。人権教育研究室、機関誌『人権研究』、同和
教育・研究プロジェクトのどれをとってみても小
島さん、安保さんという2人の故人なしには作られ
なかったものということができる。現実の奥に理
想を常に見ることができる能力をもっていたのが
小島さんである。わたしが語る“夢”を理解しか
ねて戸惑っている人々に「いま領家は鹿児島行き
の列車に乗って東京行きの旅を始めて走っている
ところだよ」という解説を加えて、何も皆同じ途
だけが目的達成の方法だとは限らないことを示す
親切心の持ち主であった。どんな人の思いに対し
ても決して見捨てるのではなく、旅行先でそれぞ
れの人に、それぞれのお土産品をという心配りを
忘れることはなかった。行きつけの居酒屋「ここ
ろ」の猫の玩具のコレクションへの気配りを教え
られたのは、小島さんが逝くなった直後のことで
ある。小島さんと一緒に仕事をしたひとが皆小島
さんを慕っているのはこの小島さんの力持ちでい
ながら優しい思い遣りをもった人柄のせいである。
Ⅱ．お別れ会のこと
昨年始め、手術もできない場所にできた癌のこ
とで、沈んだ小島さんから電話を受けたのである
が、その後見舞いの機会もないまま半年以上も経っ
た9月の中旬、晴々とした声で「漢方の免疫力を高
めるという方法で、すべての測定値が正常値に復っ
②小島さんの人柄
小島さんの組織者、研究者としての実力は上に
述べた通りだが、これを支えたものが、真底の
“真正直さ”である。知らないことは誰に対しても
謙虚に教えを請う姿勢に徹していたことである。
学生部長に就任されて、初めて全国十私学の学生
部長会議を控えた頃の話である。いつものように
酒を飲んでいても何となしに乗り切れない小島さ
んの姿を見た。そしてその原因がこの会議の後で
来る夜を徹したカラオケ騒ぎにあることが明らか
になった。真面目一筋に学生生活を送って来た小
島さんが歌える唄といえば、ボートに合わせて唄
う調子外れの“琵琶湖周航の歌”しかなかったの
である。といってカラオケの集いを無視しないで
最後まで逃げないのが小島さんである。世間に
“音痴”と言われる人の多くは、伴奏を明確に聴く
耳を持ち、これに合わせる努力が酬われないので
自分で“音痴”を極め込んでいるに過ぎない。小
島さんの場合も同様であった。伴奏を、カラオケ
を流しながら6時間の訓練を繰り返すうちに、自分
自身の唄う調子を取り戻し、レコード化されてい
るカラオケ曲を生協から買い込んでいった小島さ
んから、お前の歌を取るから―わたしは勝手に
自分流の歌を歌手の小節をカットして唄っていた
―と申し渡された。カラオケ騒ぎに見るように、
何事も決して手を抜くことはしなかった。プロジェ
クト・チームを制度化しただけでなく、人権に関
する資史料を集中できる“人権研究室”を用意す
ることも忘れなかった。奥さんの郷里香川地方に
伝わった鰆の真子から作る唐墨への挑戦も徹底し
たもので、しかもこの製法をインターネットに流
したため、商社筋に市場を押さえられて、材料集
めに苦労することになったが、決して諦めること
はなかった。毎回お裾分けに浴したひとは決して
少なくなかった。小島さんの故郷琵琶湖の“鮒寿
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たので、一緒に飲みたい」という旨の電話があっ
た。人権教育研究室で落ち合って、「こころ」へ行
くことになり、10月4日、小島さんから、“被差別
部落の歴史的呼称”に始まる“特殊部落”観成立
史関係の公刊された小島さんの論文の抜き刷りの
残部を関係の人々に、といって託された。その後
また半年、6月半ば電話があって今月の検査で、大
したことではないが、癌の転移が見られるという
ので一度会いたいとの話で6月30日親しい仲間が集
まることになり、枚方の小島邸に集って飲む会を
持った。思えばあれはお別れ会であったのである。
極めて元気で手酌で、ぐいぐい飲みながら、40年
近い交際の中で一度も聞いたことのない話を聞か
された。最近は会って飲むと、わたしの方が時々
居眠りしながら交際う程に酒量の上った小島さん
であったが、大学院での指導教授であった伊吹教
授に仕込まれたという。伊吹先生は雰囲気を楽し
む酒で、いつも梯子の癖があって「小島払ってお
け」といって、札を預けて次の場所へ移って行く。
お釣りを受け取って次の場所へと追駈ける。まる
でランニングの訓練のようだった、という話であ
る。酒を楽しむ境地に達したのは、わたしと飲み
始めてからだという言外の気持ちがあったことを
感じずにはいられなかった。もう一つの話は大学
院で一度は研究対象として定めたモリエール研究
を修士論文の対象から外した理由であった。既存
のモリエール研究が一面に偏ったものばかりで、
その多面性そのものを取り上げたものがなかった
ことによる。伊吹先生はこれを認めて呉れた。し
かし、再度取り上げる切っ掛けもまた伊吹先生で
あった。京大を定年退官して関学へ移られた伊吹
さんから「お前しかモリエールを読める人間はい
ない。モリエールの真の読み方を伝える使命があ
る」と叱られたことを話してくれた。上で述べた
ような解説を加え、加えた真意を匂わせる意図を
汲みとることができた。これに関連して、小島さ
んの演劇研究の蔵書を「小島文庫として管理する
という約束で図書館へ寄附する手続きを済ました」
と話してくれた。生存中にできることをすべて解
決して逝ったということができる。
わたしの夢に耳を傾け、その真意の実現への途
を拓くことに徹した小島さんの強さとやさしさに、
どれだけ助けられたことか。生きている間、「達っ
ちゃん」と気軽な私の呼掛けに、「兄
あん
ちゃん」と答
えてくれた、透徹した見通しと優しさが今更のよ
うに思い出される。わたしは何を以って応えたの
かと臍を噛む思いである。お別れ会まで開いて、
去って行った人生の達人に、脱帽の外はない。
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